
 
 
 
 
日時 2023 年 5 月 31 日(水)14:00-15:30 
場所 衆議院第 2 議員会館 多目的会議室およびオンライン(zoom を使用) 

ミーティング ID : 846 0564 1771 
パスコード︓nonukes 

 

 

プログラム 

  
14:00 開会あいさつ 

14:05 国会議員あいさつ・メッセージ紹介 

14:20 学習会「廃炉と真の復興に向けた円卓会議の提案」 …3-15 
 講師︓福島大学 食農学類 林 薫平 准教授 

14:50 質疑・応答 他 

15:00 福島からの報告(ふくしま復興共同センター) …16-17 

15:10 各団体のとりくみ(農民連、新婦人、原発ゼロの会・大阪) 

15:25 まとめ・行動提起 

 

原発 GX 法の強行採決に抗議する 5.31 院内集会 
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毎日新聞　 ２ ０ ２ ０ 年２ 月２ ８ 日
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第一原発廃炉と 廃棄物管理の難題がある中で

農林水産・ 商工業と 地域の立て直し に向かう

福島県の “次の10年” の実践に注目・ 連帯し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   に向けた

　  　 　 　 　 を 構築し ていく べき である

真の “復興と 廃炉の両立”

国民の科学真摯な議論が求めら れる

2020年4月～

福島県内の処分案のみが示さ れ、

福島県内の各団体の代表者が次々に呼び出さ れた

意見聴取会（ 「 関係者の御意見を伺う 場」 ）
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原発処理水の海洋放出　 福島県民主体の「 円卓会議」 実現を 　

ふく し ま環境フ ォ ーラ ム

国内

2023年4月8日(土) 18:50

【 台風 報】 台風2 予 　 のお れ
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2023/05/28  0 : 24大切な海に原発処理水…この地しかない漁師たちの反対と「 あがき」 ： 朝日新聞デジタル

福島県漁業協 同組合連 合会 会長の野 崎哲さ ん

= 2 0 2 3 年3 月、 福島県 い わき 市小名浜 栄町、 西

堀岳路撮影

大切な 海に原発処理水…こ の地し かな い漁師た ち の

反対と 「 あがき 」
有料記事

聞き 手・ 西堀岳 路 2 0 2 3 年5 月2 7 日 6 時0 0 分

　 増え続ける 保管タ ン ク が廃炉の妨げに

なっ ている などと し て、 政府は東京電力

福島第一原発事故の処理水を 、 夏にも 海

洋放出し 始める 方針だ。 一方、 国や東電

は「 関係者の理解なし には処分し ない」

と 約束し ており 、 漁業者は「 放出反対」

を 訴える 。 福島県漁業協同組合連合会の

野崎哲会長に、 反対を 掲げる 思いなどを

聞いた。

　 ――国は、 原発に流れ込んだ水から 大

半の放射性物質を 多核種除去設備（ ALPS） で取り 除き 、 除去でき ないト リ チウムも 規

制基準値の4 0 分の1 未満に薄めて、 海に放出する計画です。 反対し ている 理由を 、 改め

て教えて下さ い。

　 「 大切な海を 汚さ れる こ と に、 変わり はないから です。 数値を 示さ れて『 安全で

す』 と 言われても 、 それで消費者が『 安心』 する と は限ら ない。 風評被害も 心配で

す」

　 「 たと えば原発事故後は、 検査で安全性を 証明し たカ ツ オを 築地へ出荷し たのに、

競り にかけてすら も ら えないこ と も あり ま し た」

　 ――漁業復興への影響が心配なのですね。

　 「 特に沿岸漁業は原発事故後、 約9 年間も 試験操業を し ながら 、 福島の魚の安全性を
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　 ――国は、 原発に流れ込んだ水から 大

半の放射性物質を 多核種除去設備（ ALPS） で取り 除き 、 除去でき ないト リ チウムも 規

制基準値の4 0 分の1 未満に薄めて、 海に放出する 計画です。 反対し ている 理由を 、 改め

て教えて下さ い。

　 「 大切な海を 汚さ れる こ と に、 変わり はないから です。 数値を 示さ れて『 安全で

す』 と 言われても 、 それで消費者が『 安心』 すると は限ら ない。 風評被害も 心配で

す」

　 「 たと えば原発事故後は、 検査で安全性を 証明し たカ ツ オを 築地へ出荷し たのに、

競り にかけてすら も ら えないこ と も あり ま し た」

　 ――漁業復興への影響が心配なのですね。

　 「 特に沿岸漁業は原発事故後、 約9 年間も 試験操業を し ながら 、 福島の魚の安全性を

確認し てき まし た。 そし て、 よ う やく 2 0 2 1 年4 月から 、 本格操業の再開に向けた移行

期に入り 、 今は水揚げ量を 増やそう と し ている タ イ ミ ン グでも あり ます」

　 「 2 2 年の水揚げ量は約5 5 2 5 ト ンと 上向いてき てはいますが、 まだ震災前の2 割ほ

ど。 事故後の1 0 年で、 流通システムが福島産抜き で構築さ れ、 確立し てし まっ た。 私

たち は新規参入と 同じ 状況で、 販路を 広げるべく 奮闘中なのです。 県漁連では7 年前か

ら 年3 ～4 回、 東京・ 築地で消費者へのアン ケート を し ていて、 最近せっ かく 福島の魚

への印象が良く なっ てき たと こ ろ なのに」

　 「 ま た漁業は裾野の広い産業で、 加工業や運送業のほか、 箱、 氷、 燃料、 漁具、 冷

凍など 様々な関連業者がいないと 成り 立たない。 し かし 原発事故後、 約1 0 年も 本格的

な出荷ができ なかっ たため、 廃業し てし ま っ たと こ ろ も あり ま す。 少し ずつ戻っ てき

ても ら う 努力も し ている のに、 処理水の放出は新たな不安を 彼ら に呼び起こ し て、 事

業再開を ためら わせる 恐れも ある 。 福島漁業の復興が、 なかなか進まない要因にも な

り かねません」

　 ――反対の理由に、 国や東電への不信感も ある のですか。

　 「 1 4 年に、 国と 東電から の要請で、 原発の建屋に流れ込む前にく み上げた地下水の

放出を 容認し まし た。 する と 1 5 年に今度は、 よ り 建屋に近い井戸でく み上げた放射性
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                                 ２０２３年５月 

「ＡＬＰＳ処理水海洋放出ストップのための緊急全国募金」へのご

協力のおねがい 
                            ふくしま復興共同センター 

                            原発をなくす全国連絡会 

 

 私たちは東京電力福島第一原発事故をうけ、避難者支援と廃炉・除染・賠償などでの要求

実現をめざし運動をすすめる福島県内のさまざまな団体で構成する「ふくしま復興共同セ

ンター」と、原発ゼロをめざす運動をすすめる中央団体で構成する「原発をなくす全国連絡

会」です。 

 

 東日本大震災と東京電力福島第一原発事故から 12 年が経過しました。 

 事故を起こした原発の廃炉の見通しは依然として立っていません。福島県の発表だけで

も 2 万 7 千人余、事故当時の比較では 8 万人を超える福島県民が故郷に戻れていません。

過酷な避難生活の中で亡くなった震災・原発事故関連死は 2,335 人（直接死 1,605 人）と増

え続けています（2023 年 3 月 8日、福島県発表）。戻られたみなさんの生活も、通院、買い

物、仕事などさまざまな面で苦労が続いており、孤立と貧困がすすんでいます。また農林水

産業、観光業など生業の復興にむけた懸命の努力も続けられていますが、事故前の水準には

なかなか戻りません。とりわけ漁業の水揚げ量は約２割にとどまっています。 

こうした状況にもかかわらず、岸田政権は原発の立て替えや 60年を超える運転を可能に

する原発推進の方針を決定しました。この方針は福島の原発事故を終わったかのように扱

い、事故の教訓や福島県民の苦しみを踏みにじるもので許されるものではありません。ただ

ちに撤回することを求めるものです。 

 

さらに、岸田政権は今年の春から夏に、ALPS 処理水の海洋放出を強行しようとしていま

す。通常の排水には含まれていない多くの放射性物質を含んだ処理水を、基準値以下にし、

少なくても 30 年以上流し続けるという計画です。「これまでの復興の努力が台無しになる」

「深刻な打撃を受ける」などの声が広がっています。「関係者の理解なしに処分しない」と

いう漁業者との約束を反故にし、多くの福島県民の反対や慎重対応を求める声を無視した

海洋放出は中止すべきです。私たちは海洋放出ではない解決策があると考えています。地

質・地下水の専門家グループは「広域遮水壁」と「集水井・水抜きボーリング」というすで

に確立されている２つの技術で、汚染水の発生を大幅に減らすことができると提案してい

ます。現在、タンクに貯蔵されている処理水・汚染水は石油コンビナートなどで使用する大

型で耐久性の高いタンクに移し替えることで、今より少ない面積で、より安全に一定期間、

陸上に保管しておくことができます。そして陸上保管を続けながら、みんなが納得できる解

決方法を確立していくことを求めています。 
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 私たちは当面、ＡＬＰＳ処理水の海洋放出ストップに向け、全力で奮闘する決意です。具

体的には①海洋放出ストップチラシの配布活動や宣伝活動の強化、②海洋放出に反対する

団体、個人の共同の取り組み（集会や行動など）、③政府・東京電力交渉や国会議員等への

働きかけなどにとりくみます。 

これらの運動をすすめるためには多額の資金が必要です。私たちは運動を支えるために、

全国の団体、個人のみなさんに「海洋放出ストップのための緊急募金」をおねがいすること

にしました。 

 つきましては、趣旨をご理解いただき、多くの団体、個人のみなさんにご協力いただけま

すようおねがいいたします。 

 なお、募金額は、団体 1 口 5000 円、個人 1 口 1000 円です（何口でも可）。また、振込先

は次のとおりです。 

●銀行口座 

 東北労働金庫 福島支店 普通 ６３３１３２５ 

 ふくしま復興共同センター 代表委員 斎藤富春 

●郵便振り込み 

 ０２２９０‐８－１１９０１３ 

 ふくしま復興共同センター 

                                      以上 
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岸田政権の新・ 原発推進政策の撤回を求める全国署名
衆議院議長　 殿

参議院議長　 殿

　 こ れまで政府は、 東京電力福島第一原発事故を受け「 原発依存度を低減する 」「 新増設は考えて

いない」 と 表明していました。 と こ ろが岸田政権は、 脱炭素社会の要求の高まり やロシアのウク ラ

イナ侵攻に端を発したエネルギー危機を口実に、 原発の積極的利用推進に舵を切り ました。 2022

年12月、政府のＧＸ（ グリ ーント ランスフォーメ ーショ ン） 実行会議は、原発再稼働の加速、新増設、

老朽原発の運転期間の事実上の延長（ 原則40年・ 最長60年の運転期間の規制撤廃）、 新型原子炉の

開発促進などを盛り 込んだ基本方針を決定しました。

　 しかし 、 これらの原発推進・ 開発政策は、 電力の安定供給の役に立たず、 世界有数の地震・ 津波

国での事故の危険性や、 廃炉、 廃棄物処理などに対して何ら解決策をもっていません。 福島第一原

発の苛酷事故の教訓を投げ捨て、 新たな「 安全神話」 をつく り だす原発の再稼働・ 新増設、 運転期

間の延長を認めるわけにはいきません。

　 私たちは政府に対して原発推進政策の撤回と 、 世界で飛躍的に増えている再生可能エネルギーと

省エネの推進、 気候危機打開に貢献できる政策を実施するこ と を求め、 以下の要請をいたします。

請願事項

１ ． 原発運転期間の現行ルールを変更しないこ と 。

２ ． 原発の新増設及び建て替え(リ プレース )を中止するこ と 。

３ ． 新型原子炉の開発ではなく 福島第一原発を含む原発の廃炉研究をすすめるこ と 。

４ ． 稼働中の原発を即時停止し、 原発の再稼働を中止するこ と 。

都・ 道

府・ 県

都・ 道

府・ 県

都・ 道

府・ 県

都・ 道

府・ 県

都・ 道

府・ 県

名　 　 　 前 住　 　 　 　 　 　 　 所

氏名は省略せず記入してく ださ い。「 〃」 は無効と なり ます。 ご記入いただいた個人情報は、 こ の要請目的以外には使用しません。

■呼びかけ  原発をなく す全国連絡会
■問い合わせ・ 署名送付先

原発を なく す全国連絡会（ 全日本民医連気付）

〒1 1 3 -8 4 6 5 　 東京都文京区湯島2 -4 -4 　 平和と 労働セン タ ー 7 F

Te l： 0 3 -5 8 4 2 -6 4 5 1 　 Fa x ： 0 3 -5 8 4 2 -6 4 6 0

E-ma il： n o-nuk e s@ m in -iren .g r .jp

取扱団体

第1 次集約　 2 0 2 3 年5 月2 0 日　 　 第2 次集約　 2 0 2 3 年1 0 月3 0 日　 　 第3 次集約　 2 0 2 4 年1 月3 1 日
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原発によっ て、安定的で

安価なエネルギーを供給

する

原発は一基あたり の出力は大きいが、柔軟に止めたり 動かし た

りすること はできず、出力調整は困難。またト ラブルが多く 、計画

外に停止すれば広範囲に大きな影響をもたらす不安定な電源

である。

原発を 最大限活用し て、

温室効果ガスの削減など

気候変動問題に対応する

新増設には少なく と も 1 0 ～2 0 年を要するため、喫緊の気候危

機の対策にはならない。

福島のよう な事故が起きれば、汚染さ れた草木を刈り 取り 、木々

を伐採し 、土壌を削り 取ることになって環境破壊につながる。

原則4 0 年・ 最長6 0 年の

運転期間の規制を撤廃し 、

6 0 年超の長期運転を 可

能にする

原子炉は中性子にさらさ れること で、配管やケーブルなどの設

備・ 部品が激しく 劣化する。原発を構成する設備・ 部品は約1 千

万以上に上るとさ れ、点検時の見落とし のリスクがつきまとう 。

長期間の運転は、老朽化によるリスクを度外視するもので、再び

過酷事故を起こし かねない。

原発の使用済み核燃料か

ら プ ルト ニウムなどを 取

り 出し 、燃料として再利用

する「 核燃料サイク ル」実

現へ

六ケ所村再処理工場は完成の目処が立たず、高速増殖炉「 もん

じ ゅ」は廃炉が決まっており 、核燃料サイクルはすでに破綻して

いる。再処理の過程で発生する高レベル放射性廃棄物（ 核のご

み）の最終処分場は決まっていない。

次世代革新炉の開発・ 建

設に取り 組む。廃炉決定

し ている 炉について次世

代革新炉への建て替えを

具体化する。

「 次世代」「 革新」と いう ネーミ ングから 、新し い技術や安全性が

盛り 込まれたよう な印象を受けるが、実態は従来の原発の延長

線上でし かない。必要性と 実現可能性に疑問の残る次世代革新

炉の研究開発に税金をはじ めとした公的資金が投入さ れる。

原発推進を許さ ず 原
発
ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
！

私たちは　 ●原発ゼロ、そして再生可能エネルギーへの転換で、持続可能な社会の実現へ

　 　 　 　 　●さらなる原発被害を生むアルプス処理水海洋放出中止　 を求めます

裏面の署名にご協力ください

原発をなく す全国連絡会

岸田政権の
原発推進政策

嘘とごまかし だらけ
福島を

忘れるな！
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